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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 ノード及び該ノードを繋ぐリンクを含んでいるネットワークと、ノード間に重複したブ
ランチを有さないマルチキャストコネクションを構築する構築メカニズムとを含んでおり
、
　構築メカニズムは、葉がマルチキャストコネクションに追加或いは削除されるときに、
重複するブランチを有さないマルチキャストコネクションを構築し、
　マルチキャストコネクションは、ネットワークのノードの中に根ノードを持ち、該根ノ
ードが構築メカニズムを含んでおり、
　 構築メカニズムは、重複するブランチを有さないマルチキャストコネクションを構成
するのに必要なマルチキャストコネクションに関するすべての情報を、根ノードへ蓄積し
、管理し、
　マルチキャストコネクションは、ノード、リンク及び葉の経路を決定し、
　構築メカニズムは、マルチキャストコネクションのための経路を選択する経路選択メカ
ニズムを含んでおり、
　マルチキャストコネクションの各ノードは、メモリーを持っており、樹形図で表される
、経路のリンク、ノード及び葉を含めたマルチキャストコネクションに関する情報が、電
子化された形で、メモリー内に蓄積され、
　単一のＰＮＮＩピアグループにわたった、マルチキャストコネクションの経路の葉及び
ノードがＤＴＬを規定し、葉がマルチキャストコネクションに追加される場合に、樹形図
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に未だ現れていなかった、ＤＴＬに使用される全てのリンクが樹形図に追加され、葉は、
樹形図に追加された最後のリンクに追加される、マルチキャストのためのシステム。
【請求項２】
 経路の各ノードは、ノードから、該ノードより下位の全ての葉に至る経路のために、対
応する樹の経路を管理する、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
 各ノードは、対応する樹の経路を管理する構築メカニズムを持ち、経路のリンクはブラ
ンチを含んでおり、葉が削除されたときに、そのブランチよりも下位に葉を持たないあら
ゆるブランチも同様に削除される、請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
 根ノードは、経路の各ＰＮＮＩブランチに対するリファレンス数を管理し、リファレン
ス数が０になった場合には、それに対応するＰＮＮＩブランチは削除されるものであり、
ここに於いて、ＰＮＮＩブランチのリファレンス数は、子ブランチの数に等しいものであ
り、葉ブランチは、それに対応する葉がマルチキャストコネクションから取り除かれたと
きに削除される、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
 葉がマルチキャストコネクションに追加或いは削除されるときに、重複するブランチを
持たないマルチキャストコネクションを、ネットワークに構築する構築メカニズムと、ネ
ットワークに繋がったポートメカニズムとを含んでおり、ポートメカニズムを通じてコネ
クションがマルチキャストネットワークに送られ、構築メカニズムは、ポートメカニズム
に接続されているＡＴＭネットワークのためのノードであって、
　構築メカニズムに接続されたメモリーを持っており、該メモリーは、重複したブランチ
を持たないマルチキャストコネクションを構築メカニズムが構築するのに必要な、マルチ
キャストコネクションに関する情報を有しており、
　マルチキャストコネクションに関する情報は、マルチキャストコネクションを規定して
いるノード、リンク、及び葉の経路を含んでおり、
　経路のリンク、ノード、及び葉は、メモリー内に電子化された形態で樹形図として表さ
れており、
　構築メカニズムは、経路の各ＰＮＮＩブランチのためのリファレンス数を管理し、リフ
ァレンス数が０になった場合には、それに対応するＰＮＮＩブランチは削除され、ここに
於いて、ＰＮＮＩブランチのリファレンス数とは子ブランチの数に等しいものであり、葉
ブランチは、それに対応する葉がマルチキャストコネクションから取り除かれたときに削
除されるノード。
【請求項６】
 葉がマルチキャストコネクションに追加或いは削除されるときに、重複するブランチを
持たないマルチキャストコネクションを、ネットワークに構築する工程を含んでおり、
　マルチキャストコネクションの各ノードはメモリーを持っており、マルチキャストコネ
クションは、ノード、リンク、及び葉の経路を決め、
　マルチキャストコネクションを構築する工程の前に、樹形図で表されるような、マルチ
キャストコネクションの経路のリンク、ノード、及び葉を、電子化された形でメモリー内
に蓄積する工程があり、
　マルチキャストコネクションは、ＤＴＬを規定する単一のＰＮＮＩにわたった経路の葉
、リンク、及びノードを含み、マルチキャストコネクションを構築する工程は、葉を経路
に追加し、樹形図に未だ現れていないＤＴＬに用いられるリンクを樹形図に追加し、葉が
、樹形図に追加された最後のリンクに追加される工程を含んでいる、マルチキャストコネ
クションを構築するための方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の分野】
本発明は、マルチキャストコネクションに関係するものである。特に、本発明は、重複す
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るブランチを持たない、マルチキャストコネクションに関係するものである。
【０００２】
【発明の背景】
ＡＴＭネットワーク内のマルチキャストコネクション（一点から複数点へ、あるいは、複
数点から一点へ）が正しく動作するためには、必ずしも、完全な樹形図(tree graph)を形
作る必要はない。所定のマルチキャストコネクションのブランチは、重複し、「ループ」
を構築しても、データフローの正確さを損なうことはない。しかしながら、ブランチが重
複していると、著しい非効率を引き起こすことになる。コネクションの所定のノードが、
同じデータセルの複数のコピーを不必要に受け取ることになり、従って、帯域幅と処理能
力を浪費してしまうのである。
【０００３】
幾つかのマルチキャストコネクション（例えば、ＬＡＮエミュレーションコネクション）
は、長時間、回線を占有してしまう。ブランチの重複によって引き起こされる非効率は、
ネットワーク全体のスループットを、長時間にわたって極度に低下させる恐れがある。
本発明は、所定のマルチキャストコネクションの根(root)ノードにおいて、参加者がコネ
クションに追加或いは削除されるときに、該コネクションは、重複するブランチを持たな
い事を保障するために、コネクションに関する必要な情報の全てを蓄積し、管理するため
のメカニズムを提供する。蓄積された情報は、経路選択アルゴリズムと連結して使用され
る。
【０００４】
【発明の要約】
本発明は、マルチキャストのためのシステムに関係する。該システムは、ノードと、該ノ
ードを接続するリンクからなるネットワークを含んでいる。該システムは、重複するブラ
ンチを持たないマルチキャストコネクションを構築するための、メカニズムを含んでいる
。
本発明は、ＡＴＭネットワークのノードに関係する。該ノードは、構築メカニズムであり
、参加者がコネクションに追加或いは削除される時に、重複するブランチを持たないマル
チキャストコネクションを、ネットワーク内に構築するためのものを含んでいる。該ノー
ドは、ネットワークに接続するポートメカニズムを含み、それを通じて、コネクションは
、ネットワークへと送られる。構築メカニズムは、ポートメカニズムに接続している。
【０００５】
本発明は、マルチキャストコネクションを構築するための手段に関係する。該手段は、第
一のノードと第二のノードの間に、第一のコネクションを構築するステップを含んでいる
。続いて、第一のノードと第三のノードの間に、第一のコネクションを延長することによ
って、第二のマルチキャストコネクションを構築する工程を含んでいる。
添付した図には、発明の望ましい具体例と、発明の実施の望ましい手段が描かれている。
【０００６】
【詳細な説明】
図を参照しながら説明する。図面中の同じ数字は、数個のビューを通じて、同様或いは同
一の部分に対応している。特に、図１と図３は、マルチキャストのためのシステム(10)を
示している。システム(10)は、ノード(14)と、ノード(14)を接続しているリンク(16)を含
む、ネットワーク(12)を含んでいる。システム(10)は、ノード(14)の間に重複するブラン
チ(30)を持たない、マルチキャストコネクションを構築するためのメカニズム(18)を含ん
でいる。
【０００７】
望ましくは、構築メカニズム(18)は、参加者がコネクションに追加或いは削除されるとき
に、重複するブランチ(30)を持たないマルチキャストコネクションを構築する。各コネク
ションは、望ましくは、ネットワーク(12)のノード(14)に繋がった根ノード(root node)(
14r)を持っており、根ノード(14r)は、構築メカニズム(18)を含んでいる。望ましくは、
構築メカニズム(18)は、根ノード(14r)にあって、参加者がコネクションに追加或いは削
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除されるときに、重複するブランチ(30)を持たないマルチキャストコネクションをノード
が構築することを保証するために必要なコネクションに関する全ての情報を蓄積し、保管
する。
【０００８】
　コネクションは、望ましくは、ノード(14)、リンク(16)、葉(24)の経路(23)を確定する
。このとき、構築メカニズム(18)は、コネクションのために経路(23)を選択するために、
当該技術分野でよく知られている、経路選択メカニズム(21)を含んでいる。望ましくは、
各ノード(14)はメモリ(26)を備えている。そしてコネクションに関する情報には、メモリ
(26)中に、電子化された形で記憶されている樹形図(28)によって表される様な、経路(23)
のリンク(16)、ノード(14)、葉(24)が含まれている。単一のＰＮＮＩピアグループにわた
った、コネクションのための経路の葉(24)及びノード(14)は、望ましくは、ＤＴＬを規定
し、また、葉(24)が追加された場合には、樹形図(28)に未だ含まれていなかった、ＤＴＬ
で用いられている全てのリンク(16)が、樹形図(28)に追加され、葉(24)は、樹形図(28)へ
最後に追加されたリンク(16)へ加えられることになる。
【０００９】
　望ましくは、経路(23)の各ノード(14)は、ノード(14)から、該ノード(14)よりも下位に
あたる全ての葉(24)に至る、経路(23)に対応する樹の経路(23)を管理している。各ノード
(14)は、望ましくは、対応する樹の経路(23)を管理する、結合された構築メカニズム(18)
を持っており、ここに於いては、経路(23)のリンク(16)はブランチ(30)を含んでおり、葉
(24)が削除された場合には、ブランチ(30)より下位にいかなる葉(24)も持たないブランチ
(30)も、同様に削除される。望ましくは、根ノード(14r)は、経路(23)の各PNNIブランチ(
30)のためのリファレンス数を管理しており、リファレンス数が０になった場合には、対
応するPNNIブランチ(30)は削除される。ここに於いて、PNNIブランチ(30)のリファレンス
数は、このブランチ(30)の数に等しいものであり、葉のブランチ(30)は、それに対応する
接続先(24)がコネクションから削除された場合に、削除される。
【００１０】
本発明は、ＡＴＭネットワーク(12)のノード(14)に関する。ノード(14)は、構築メカニズ
ム(18)であり、参加者がコネクションに追加或いは削除されたときに、重複するブランチ
(30)を持たないようなマルチキャストコネクションをネットワーク(12)内に構築するため
のものを含んでいる。ノード(14)は、ポートメカニズム(32)であり、ネットワーク(12)に
繋がっており、それを通じてコネクションがネットワーク(12)に送られるものに繋がって
いる。構築メカニズムは(18)は、ポートメカニズム(32)に繋がっている。
【００１１】
　望ましくは、各ノード(14)は、メモリ(26)であり、参加者がコネクションに追加或いは
削除されるときに、重複するブランチ(30)を有しないマルチキャストコネクションを、構
築メカニズム(18)が構築することを確実にするのに必要なコネクションに関する情報を含
んでいる。コネクションに関する情報は、コネクションを形作る、ノード(14)、リンク(1
6)、及び葉(24)の経路(23)を含んでいることが望ましい。各経路(23)のリンク(16)、ノー
ド(14)、及び葉(24)は、樹形図(28)によって表される様な、電子化された形でメモリ(26)
内に記憶されることが望ましい。構築メカニズム(18)は、望ましくは、各経路(23)の各PN
NIブランチ(30)のためのリファレンス数を管理しており、リファレンス数がゼロになった
場合には、対応するＰＮＮＩブランチ(30)は削除される。ここに於いて、ＰＮＮＩブラン
チ(30)のリファレンス数は、このブランチ(30)の数に等しいものであり、葉であるブラン
チ(30)は、対応する葉(24)がコネクションから取り除かれた場合には、削除される。
【００１２】
本発明は、マルチキャストコネクションを構築する方法に関係する。該方法は、第一のノ
ード(14a)と第二のノード(14b)の間に、第一のコネクション(50)を構築する工程を含んで
いる。次に、第一のノード(14a)と第三のノード(14c)の間に、第一のコネクション(50)を
延長することで、第二のマルチキャストコネクション(52)を構築する工程を含んでいる。
望ましくは、第一のコネクションを構築する工程の後に、第一のノード(14a)から追加さ
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れたノード(14)とを繋ぐマルチキャストコネクションを、重複したブランチ(30)を持つマ
ルチキャストコネクションとならないように構築する工程がある。マルチキャストコネク
ションを構築する工程は、望ましくは、参加者がコネクションに追加或いは削除されたと
きに、重複するブランチ(30)を持たないマルチキャストコネクションを構築する工程を含
んでいる。
【００１３】
望ましくは、各ノード(14)はメモリ(26)を有し、各コネクションは、ノード(14)の経路(2
3)、リンク(16)、及び葉(24)によって造形られるのだが、マルチキャストを構築する工程
の前に、樹形図(28)によって表される経路(23)のリンク(16)、ノード(14)、及び葉(24)を
、電子化した形で、メモリ(26)内に記憶する工程がある。少なくとも一つのコネクション
は、望ましくは、一つのＰＮＮＩピアグループにわたって、ＤＴＬを決めており、経路(2
3)の葉(24)、リンク(16)、及びノード(14)を含んでおり、樹形図に未だ表されていないＤ
ＴＬに用いられているリンク(16)を樹形図(28)に追加し、葉は、樹形図(28)の最後のリン
ク(16)へ加えられる。
【００１４】
以下の定義は、望ましい実施例の操作の、より良い理解に役立つものである。
ADD PARTY：既存のマルチキャストコネクションに対して、新しい葉(24)（端末）を追加
するための要求が為されていることを示す信号。
ADD PARTY REJECT：新しい参加者を、マルチキャストコネクションに追加する作業に、失
敗したことを示す信号。
帯域幅：ネットワーク(12)内のノード(14)或いはリンク(16)のデータ通信のための、理論
的な容量。
ブランチ(30)：図の一部分；樹形図の一部。
コネクション：ネットワーク(12)内の、二つ（以上）のノード(14)を繋ぐ通信回路。
ＤＴＬ：指定された経路のリスト(Designated Transit List)。一つのPNNIピアグループ
にわたって、経路(23)を完全に特定する、ノード(14)とリンク(16)のリスト。
DROP PARTY：既存のマルチキャストコネクションから、葉(24)（端末）を削除するための
要求が為されていることを示す信号。
葉(24)：示された樹形図(28)上の、一つのブランチ(30)のみと繋がっている頂点。
葉ユーザー(leaf user)：データの流れの一つの目的地とされたノード(14)。
ＬＧＮ：ノード(14)の論理上のグループ(Logical Group Node)。ＰＮＮＩルーティングの
階層構造上の一つのレベルの上で操作を行う目的で、一つのポイントとして仮定された、
低位のピアグループの略称。
リンク(16)：二つの論理上のノード(14)の接続の略称。
マルチキャスト：単一のソースから、数個の目的先に対して、ネットワークを介して同時
に行われるデータ通信。
ネットワーク(12)：リンク(16)によって接続されており、それを介してデータの通信が可
能とされた、ノード(14)のグループ。
ノード(14)：ＰＮＮＩルーティングプロトコルの、一つの機材を示す略称。
経路(23)：ネットワークを介した、特定のソースノード(14)から特定の目的先ノード(14)
への通路。
ピアグループ：ルーティングの階層を作り出す目的でまとめられた、一連の論理上のノー
ド(14)。
ＰＮＮＩ：個人的なネットワーク(12)からネットワーク(12)へ、或いは、ピアグループか
らネットワーク(12)へのインターフェース(Private Network to Network Interface / Pe
er Network to Network Interface)。同時に、ＡＴＭフォーラムによって作られた規格に
準拠するプロトコルを表している。バージョン1.0の仕様は、１９９６年に承認され、こ
こに引用によって組み込まれている。
ポート：リンク(16)をノード(14)に接続する部分。
RELEASE：コネクションの切断を要求する信号。
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根ユーザー：データの流れの源泉とされたノード(14)。
SET UP：新しいコネクションを確立するための要求が為されたことを示す信号。
樹（樹形）：ネットワーク(12)のグラフ。
ＵＮＩ：使用者とネットワーク(12)のインターフェース(User to Network Interface)。
同時に、ＡＴＭフォーラムによって作製された規格に準拠したプロトコルを示す。
【００１５】
望ましい実施例の操作に於いて、マルチキャストコネクションによって網羅される各ノー
ド(14)は、重複する二つのブランチ(30)を持たないようにＤＴＬを割り出すことを保証す
るために、コネクションに関する情報を管理している。後述するマルチキャストコネクシ
ョンのビューは、この目的のために各ノード(14)が管理する情報を表している。
ネットワーク(12)内の不安定によって、ブランチ(30)の重複を回避できない場合がおこり
うる（引用を以て本願への記載加入とされている、ＰＮＮＩ　Errata item ＃28を参照）
。これらの場合、マルチキャストコネクションによって網羅されている特定のノード(14)
上に、複数の特定のマルチキャストコネクションの可能例が存在しうる。これらのそれぞ
れの可能例は、固有の組み合わせ（受信したインターフェース、呼び出しリファレンス）
によって識別される。一つのコネクションのビューは、マルチキャストコネクションのそ
れぞれの可能な例のために管理されている。
【００１６】
マルチキャストコネクションのノード(14)からのビューは、ノード(14)に根を置く樹形図
(28)であり、ＰＮＮＩノード(14)を頂点とし、末端ユーザーを葉(24)とし、ＰＮＮＩ及び
ＵＮＩリンク(16)はブランチ(30)となる。（樹形図(28)の葉(24)は、一つのブランチ(30)
のみと接続する頂点である）。
ブランチ(30)は、それに接続される対象によって、以下の２種の位相に分類することが出
来る：
・ＰＮＮＩブランチ(30)：二つのＰＮＮＩノード(14)の接続するブランチ(30)。
・葉ブランチ(30)：参加者をＰＮＮＩノード(14)に接続するブランチ(30)。
【００１７】
以下の語彙は、樹形図(28)内での相対的な位置について、ブランチ(30)間の関係性を示す
ために用いられる；
・親ブランチ(30)：所定のブランチ(30)よりも上位（即ち、樹形図の根に向かう方向）に
直接に繋がれたブランチ(30)。
・子ブランチ(30)：所定のブランチ(30)よりも下位（即ち、樹形図の根と反対の方向）に
直接に繋がれたブランチ(30)。
根ノード(14r)が直接に取り付けられているノード(14)、即ち、入り口の境界にあたるノ
ード(14)にとっては、樹形図(28)を構成するＰＮＮＩリンク(16)は、マルチキャストコネ
クションのためにノード(14)によって作られたＤＴＬに含まれる、全てのポートである。
最低位のノード(14)にとっては、樹形図(28)を構成するＰＮＮＩリンク(16)は、ノード(1
4)が所定のマルチキャストコネクションに対してSETUP或いはADD PARTYのメッセージを送
った、全てのポートである。
【００１８】
新しい葉(24)への経路(23)を計算するときは、ＤＴＬ作製装置は、マルチキャストコネク
ションのビューを考慮に入れ、新しい経路(23)が樹形図(28)にループを引き起こさないよ
うに保障する。同様に、入り口との境界にあたるノード(14)も、低位のＤＴＬを計算する
ときに、そのビューを考慮に入れる。最低位のノード(14)は、複数の並列なリンク(16)が
あり、最低位のＤＴＬがＩＤゼロのポートを特定している場合には、次のノード(14)のた
めのADD PARTYを送るべき特定のポートを決定するために、そのビューを用いる。一般的
に、エリアの入り口の境界にあたるノード(14)、例えば図１のＢ.１は、そのエリアの全
ての情報を管理しているので、根ノード(14r)は、エリアＢとＣを、単純にノードＢ.１と
して把握する。しかし、図２(a)に示されるような根ノードＡ.１のビューから語ると、ノ
ードＢ.1はその樹の下位のものに関する全ての情報を持っているので、根ノードＡ.１は
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、エリアＢとＣのマルチスキャンコネクション全体を把握している。
図１及び図２(a)，２(b)，２(c)は、マルチキャストコネクションと、コネクションの様
々なノード(14)に対応したビューの例を表している。
【００１９】
ノード(14)は、葉(24)が追加或いは削除されたときに、そのマルチキャストコネクション
のビューを管理する。葉(24)が追加されたとき、樹形図(28)にはまだ現れていないＤＴＬ
に用いられる、全てのリンク(16)はグラフに追加され、葉(24)は、直前のリンク(16)に取
り付けられる。葉(24)が削除された場合、その葉と、最も近い枝分かれ地点から葉(24)へ
連なる全てのブランチ(30)は、樹形図(28)から削除される。例えば、葉Ｌ.５がコネクシ
ョンから削除された場合には、ノード(14)Ｂ.１は葉Ｌ.５とブランチＢ.３->Ｃをそのビ
ューから取り去り、ノード(14)Ａ.３はＬ.５を取り去り、そして、ノード(14)Ａ.１はＬ.
５とブランチＢ->Ｃを取り去る。
【００２０】
コネクションビューの管理は、リファレンス数を用いることで、簡単に実施することがで
きる。リファレンス数は、コネクションビューの各ブランチ(30)ごとに保持される。ＰＮ
ＮＩブランチ(30)は、そのリファレンス数がゼロになった場合には、樹形図(28)から削除
される。ＰＮＮＩブランチ(30)のリファレンス数は、その子ブランチ(30)の全体の数に等
しい。これらの子ブランチ(30)は、葉又はＰＮＮＩブランチ(30)のいずれかであろう。葉
ブランチ(30)に対しては、リファレンス数は存在しない。葉ブランチ(30)は、対応する葉
がコネクションから削除された場合には、樹形図(28)から削除される。
図１の例を用いると、ブランチＢ.１ ->Ｂ.３のリファレンス数は２であり、同じくブラ
ンチＢ.３->Ｃは１である。Ｌ５がＢ.１のビューから削除された場合には、ブランチＢ.
３->Ｃのリファレンス数はゼロとなり、従って、該ブランチは削除される。ブランチＢ.
１ ->Ｂ.３のリファレンス数は１に低下し、従って、このブランチは存続する。
【００２１】
マルチキャストコネクションのノードからのビューは、葉(24)を追加或いは削除すること
によって管理される。リファレンス数は各ＰＮＮＩブランチに関係しており、その子ブラ
ンチ(30)の数によって定義される。子ブランチ(30)は、ＰＮＮＩでも葉ブランチ(30)でも
あり得る。ＰＮＮＩブランチ(30)は、そのリファレンス数がゼロになった場合に、ビュー
から削除される。葉ブランチ(30)は、葉(24)が削除されたときに、ビューから削除される
。
葉ブランチ(30)は、終端リファレンスによって識別される。この終端リファレンスは、対
応する葉を識別するために、出力のためのインターフェースで局所的に用いられる。終端
リファレンスが（DROP PARTY又はRELEASEのメッセージを使って）消去される場合には、
対応するブランチ(30)は、コネクションビューから削除される。
【００２２】
葉(24)は、ノード(14)が、葉をコネクションに参加させるためのSETUP又はADD PARTYのメ
ッセージを送った場合に、ノードのコネクションビューに追加される。葉を追加する場合
には、以下の過程が踏まえられる：
・ノード(14)がSETUP又はADD PARTYに対してＤＴＬを生起させた場合には、ノード(14)は
、樹形図(28)に未だ現れていない、生起されたＤＴＬに含まれる全てのＰＮＮＩリンク(1
6)を、ビューに追加する。続いて、葉が、生起されたＤＴＬによって特定される目的先ノ
ード(14)に取り付けられる。ノード(14)が、根ノード(14r)に対して直接に取り付けられ
ているノード(14)である場合、目的先ノード(14)は、ノード(14)或いは、葉を含む論理上
のノード(14)のグループであることを記しておく。ノード(14)が入り口の境界にあたるノ
ード(14)である場合、目的先ノード(14)は、ＬＧＮであって、境界ノード(14)が受け取っ
たＤＴＬの次の通路として特定されるものである。
・ノード(14)が、SETUP又はADD　PARTYに対していかなるＤＴＬ（即ち、それが通過点に
あたるノード(14)である）も生起せず、メッセージがＰＮＮＩリンク(16)に送られた場合
、ノード(14)は、ＰＮＮＩリンク(16)をビューに加え、葉をリンク(16)の遠い側の終端に
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・ノード(14)が、SETUP又はADD　PARTYに対していかなるＤＴＬも生起せず、メッセージ
がＵＮＩリンク(16)に送られた場合、ノード(14)は、葉をノード(14)自体へ取り付ける。
ブランチ(30)（葉ブランチ(30)或いはその他）がビューに加えられる場合、その親ブラン
チ(30)のリファレンス数は、如何なるものであれ、一つづつ増加する。
【００２３】
葉は、信号がコネクションから関連する参加者を削除した場合即ち、下記の何れかの出来
事が起こった場合に、ノードのコネクションビューから削除される：
・ノード(14)が、葉(24)に対するDROP PARTYを受け取る場合。
・ノード(14)が、葉(24)に対するADD PARTY REJECTを受け取る場合。
・ノード(14)が、葉(24)が加えられたインターフェースでRELEACEを受け取る場合。
・葉が取り付けられたインターフェースが故障した場合。
葉(24)がビューから削除される場合、葉(24)ブランチ(30)も削除される。葉(24)ブランチ
(30)が親ブランチ(30)を持っていた場合、親ブランチ(30)のリファレンス数はゼロとなり
、親ブランチ(30)も削除される。リファレンス数がゼロになった場合、親ブランチ(30)も
また削除され、その親ブランチ(30)（存在すれば）のリファレンス数も１減少し、以下同
様に続く。
【００２４】
ノード(14)が、マルチキャストコネクションへの新しい葉ユーザーにSETUP又はADDPARTY
を配送するために、ＤＴＬを計算することが必要となった場合には、そのコネクションの
ビューを考慮に入れて、新しいＤＴＬがブランチ(30)の重複制限にかかってしまうことが
無いように保障する。同様に、最低位のノード(14)は、ADD　PARTYを送るべき特定のＰＮ
ＮＩリンク(16)を決定することが必要である場合には、そのビューを考慮して、一つ以上
のリンク(16)が次のノード(14)に到達するために用いられないように保障する。
附表(図４～図６)は、システム(10)の可能な履行を記載している。
【００２５】
本発明は、簡素化の目的で、上記実施例の詳細にわたって説明されてきたが、そのような
詳細は単にその目的のためであり、当該分野の専門家によって、後述の特許請求の範囲に
記載されるようなもののほかにも、発明の精神と範囲から逸脱することなく、変化を加え
ることが出来ることが理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【図１】マルチキャストコネクションの概略図である。
【図２】　(a)，(b)，(c)は、図１のマルチキャストコネクションの、ノードＡ.１，Ａ.
３，Ｂ.１のそれぞれから見た概略図である。
【図３】本発明のノードの概略図である。
【図４】システム(10)の可能な履行を記載している。
【図５】図４の続きを示す図である。
【図６】図５の続きを示す図である。
【符号の説明】
(10)　システム
(12)　ネットワーク
(14)　ノード
(16)　リンク
(23)　経路
(24)　葉
(28)　樹形図
(30)　ブランチ
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